平成２９年度　学校自己評価システムシート （ さいたま市立 大宮北 高等学校 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     学校番号　ｓ４９
	目指す学校像
	ＳＳＨ指定校として「自主・自律・創造」の校訓のもと、自ら育んだ高い「志」を実現し、次代を担い国際社会をリードする人材を育成する。
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	重点目標
	１ ＳＳＨ指定校としての取組を起点に、全校生徒の「志」を育み、一人ひとりの第一志望の進路を実現する。
２ 自ら課題を発見し、解決する主体的な学習態度を育てるとともに、授業の質を向上させ、社会のリーダーとなる確かな学力を身に付けさせる｡
３ 北高生としての品格を高め、健全な心身と豊かな人間性を育む。
４ 地域の理数教育拠点校として活動すると同時に、グローバルな研究活動を展開して国際社会へ開かれた学校に発展させる。
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	年度評価
	
	実施日平成２９年２月１４日

	番号
	現状と課題
	評価項目
	具体的方策
	方策の評価指標
	評価項目の達成状況
	達成度
	次年度への課題と改善策
	
	学校関係者からの意見・要望・評価等

	1
	＜現状＞
○ＳＳＨ校指定を受け２年目を迎えた。
２８年度は、科学の甲子園で県大会準優勝、数学オリンピックに２３名が参加するなど、「知」の意識は高まっている。
○平成２8年度に「勉強マラソン」を年５回実施し、全生徒の５割超が参加しているが、参加率がより増加するような取組がもとめられる。
○２８年度はセンター試験参加者が95%となるなど国公立志望への意識が高まり、前年度を超える23名の国公立大学合格者を達成した。一方私大への合格は社会情勢があり実績は必ずしも満足できるものではなかった。
○生徒の学習姿勢と学習習慣については家庭学習時間等が十分ではない面があり、意識を一層高める必要がある。

＜課題＞
○ＳＳＨ２年目の取組を堅実に進める。
○明確な高い「志」を抱かせ、実現できる環境を整備する。
○家庭学習時間を確保する。
	ＳＳＨ校としての取り組みを進める
高い「志」の育成と進路実現

	①普通科を含めた全校での講義、研究活動、小中連携等取組を推進。
②校内活動や校外連携を進める校内体制の整備。
③他のＳＳＨ校、理数科設置校等とのネットワーク事業の実施。
①質の高い行事や校外活動を検討実施し、知的好
奇心を向上。
②進路指導部と教科・学年による組織的、計画的
なキャリア教育を通して、将来にわたる高い
「志」を育成。
③スタディーサプリ、クラッシーの活用。
④「北高手帳」を活用して学習習慣等を確立するよう担任等から継続指導。

⑤面談などを密に実施し、生徒が最後までやり抜く心をバックアップ。メンタルケアの実施。
	①ＳＳＨ関係の講義等を実施したか。
①各行事に普通科生徒が参加したか。
②大学や研究機関と連携した取組を実施したか。
③他のＳＳＨ校等と連携事業を進めたか。
①行事や活動に参加して興味関心が高まった
とする生徒が８割を超えたか。
②１年生で具体的な志望大学を目標として設定し、将来を展望できるようなったか。
③スタディーサプリ、クラッシーの継続的利用が８割を超えたか。
④北高手帳活用で、家庭学習時間を「学年の数+１時間」以上確保できたか。
⑤受験・学習のプレッシャー等に教育相談等
で対応できたか。
○国公立大学合格者が２５名以上だったか。
	
	
	
	
	


	2
	＜現状＞
○平成２８年度は1年生を対象に全校で「数理探究」として研究活動を実施し、ＳＳＨ校としての活動がスタートできた。
○数理探究を通して、生徒が自ら課題を設定し、解決する学習機会を与えることができた。

○全ＨＲ教室の電子黒板機能付きプロジェクタ、ＩＣＴラー
ニングルームなどを活用してＩＣＴ教育を推進できた。
○授業アンケートを実施し、教員へフィードバックした。
○土曜授業の推進、34単位時間割による授業時間の確保
＜課題＞

○「数理探究」を通して課題設定・解決能力を育成する。
○タブレットを通してオンラインスピーキングトレーニング（ＯＳＴ）等の学習を円滑に進める。（1年）
○ＩＣＴ活用を推進し、アクティブラーニングによる主体的な学びを進める。
○授業アンケートを分析し、授業の質を高める。
	「数理探究」を
柱としたアクティ
ブラーニング
授業力の向上
	①「数理探究」で、生徒が主体的に学習課題を見
つけ、データ収集できるように、面接や個別指導を実施。
②「数理探究」で、班内や教員との十分なディス
カッションで、論理的な分析、計画的な課題解
決力を育成。共同作業により、協調性も育成。
③ＩＣＴを活用し、生徒の能動的・活動的な、学
習、アクティブラーニングを積極的に展開。
④数理探究や修学旅行の事前・事後学習の発表、
ディスカッション等でＩＣＴを積極的に活用。
⑤タブレットを活用したＯＳＴ等の推進
①評価運営委員会で授業アンケートを分析し、授
業の質を向上。
②校内研修や、他のＳＳＨ指定校との互いの研究
授業に参加。
	①研究主題について、班内、指導教員とで検
討、討議が十分なされたか。
②論理的に仮説を立て、それに基づいた研究
計画が作成されたか。
②研究活動での、班内分担や共同作業が円滑
に行われたか。
③ＩＣＴを活用し、アクティブラーニングを
実践した教員が６０％を超えたか。
④ＨＲや総合的な学習の時間等でＩＣＴ活用し、生徒がスキルアップしたか。
⑤ＯＳＴ等が円滑に進められたか。
①授業理解度が向上したか。
②研究授業や教科の研修が実施されたか。
②先進校視察等が実施されたか。

○アンケートの授業満足度が向上したか。
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	＜現状＞
○「自律」の精神を養うべく指導、携帯電話の使用や服装などの面で、落ち着いた様子が見られる。
○大きな交通事故はなかったが、無くすことはできなかった。
○教育相談体制を整備したことにより、教育相談委員会の定期的な開催やカウンセラー同士の連携が図ら満足できる状況が生まれた。
＜課題＞
○服装指導等を一層推進する。
○交通事故を無くす。
○教育相談体制を充実させる。
	自律ある行動と
交通事故の防止
教育相談の充実
	①生徒会や風紀委員も交えた取組による、健全に
学習に取り組める環境作りの推進。
②大宮警察等とも連携し、交通ルール遵守や交通
安全意識を向上。
③スケアードストレイトの実施。
①教育相談の委員会の定期開催。
②学年会等での、生徒情報の交換を密に実施。
③カウンセラー間の密接な情報共有に基づいた相
談の実施。
	①風紀委員による通信等を発行したか。
②近隣からの苦情が減少したか。
③スケアードストレイトを実施したか。

○交通事故「零」になったか。
①委員会を定期的に開催したか。
②学年会等で生徒の状況等を確認したか。
③情報共有され、教育相談が機能したか。
○生徒指導への満足度が向上したか。
	
	
	
	
	


	4
	＜現状＞
○体験授業を普通科科目でも実施した。
○小中学校へのアウトリーチ活動では、関係者から活動が評価
され、新聞等で取りあげられた。
○海外修学旅行や海外サイエンス研修、オーストラリア派遣事業などの取組を円滑に実施した。
○科学英語講座は、長期休業中に集中講座を実施。年度末には、纏めとしてポスターセッションを実施した。
＜課題＞
○「地域の理数教育拠点」の役割を一層充実させる
○ＨＰや商業施設等も活用し、広報をさらに進める。
○国際交流事業を一層充実させ、海外の高校(台湾・オーストラリア)との連携による共同研究を展開する。
○英語講座・国際関係講義等を充実させる。
	ＳＳＨ指定校とし
ての地域の「理数
教育」拠点
タフなグローバル人材の育成
	①小学生対象「夏休み自由研究サポートプログラ
ム」の実施。中学生対象「科学部研究コンテス
ト」の実施。「観望会」の実施。
②小中学校の要望を踏まえたアウトリーチを検討
③「ＨＰ」や「体験授業」「学校説明会」、「商業施設」などで教育活動内容を積極的に発信。
①シンガポール、オーストラリアの高校等との共
同研究やフィールドワークなどの実施。
②国際交流事業をグローバルな視点で展開。
③国際理解講演等で国際感覚や文化理解を深化。
④科学英語講座による英語プレゼン力・ディス
　カッション力の育成。
⑤海外の学生等との共同研究・意見交換・ディス
カッションを実施。
⑥交換留学生が語学関係のプログラムの指導者と
して参加。
	①②アウトリーチ活動で、本校生、小・中学校生それぞれの満足度が９割を超えたか。

②小中学校と情報交換会を持てたか。
③職員全員で広報活動を実施したか。

○志願倍率が増加したか。
①②国際交流事業は、順調に進められたか。
①海外の学生との共同研究、フィールドワー
クが実施できたか。
③講演会を実施したか。
④科学英語講座受講者が、英語で発表、プレ
ゼンテーションを実践したか。
⑤海外高校生と共同研究等を実施したか。
⑥留学生活用プログラムを実施できたか。
	
	
	
	
	


